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(論文内容の要旨)

ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄを便用した実時間通信の重要性が高まり､また､有線･無線を含む様々なﾈｯ

ﾄﾜ-ｸ普及によるｲﾝﾀ-ﾈｯﾄﾍのｺﾈｸﾃｲﾋﾞﾃｲの増加により､移動中における実時間

通信の通信品質を推持することが重要課題となっている｡現在､無線ﾈｯﾄﾜ-ｸは通信範囲が

拡大し､携帯電話ｴﾘｱとﾎｯﾄｽﾎﾟｯﾄｻ-ﾋﾞｽｴﾘｱのように異なるﾈｯﾄﾜ-ｸがｵ-ﾊﾞ

-ﾗｯﾌﾟする環境(ﾏﾙﾁﾎ-ﾑ環境)が増加している｡ﾓﾊﾞｲﾙﾎｽﾄはこのﾏﾙﾁﾎ-ﾑ環

境を利用することで異なるﾈｯﾄﾜ-ｸ間を通信の切断なしに移動できると考えられる｡しかし､

実際はﾓﾊﾞｲﾙﾎｽﾄが通信中に異なるﾈｯﾄﾜ-ｸ間を移動した際､ ]Pｱﾄﾞﾚｽの変化によ

り通信が切断してしまう｡そこで本論文では､この間題に対して､ﾏﾙﾁﾎ-ﾐﾝｸﾞ機能を持っ

たStream Contro‖~ransmission Protocol (SCTP)をﾍﾞ-ｽﾌﾟﾛﾄｺﾙとして用いるo SCTPは

ﾏﾙﾁﾎ-ﾐﾝｸﾞ機能により複数のIPｱﾄﾞﾚｽを扱え､通信中に】Pの切り替えや動的な追加･

削除を行える｡本論文では､このSCTPを用いて､異なるﾈｯﾄﾜ-ｸ間の移動時､特にﾏﾙ

ﾁﾎ-ﾑ環境における通信品質を向上させるためのﾊﾟｽ選択について論じる｡

ﾓﾊﾞｲﾙﾎｽﾄが異なるﾈｯﾄﾜ-ｸ間を移動する際にはIPｱﾄﾞﾚｽの変化による通信の切

断以外に次のような間題が生じる｡ 1.ﾏﾙﾁﾎ-ﾑ環境にあっても実時間通信に適したﾊﾟｽを

自動で選択することができない｡ 2.使用中のﾊﾟｽにおいてﾊﾟｹｯﾄﾛｽにより通信品質が低下

しても､別のﾊﾟｽを便用して通信品質の低下を防ぐことができない｡まう､ 1つ目の間題に対し

て､ﾊﾟｽ選択手法(psM)を提案する｡ PSMでは､ﾓﾊﾞｲﾙﾎｽﾄは特別なｺﾝﾄﾛ-ﾙﾊﾟｹ

ﾂﾄを用いて各ﾊﾟｽのﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ帯域とRoundTripTime (RTT)を測定して､実時間通信が

必要とする通倍品質の維持が可能であるかを調査し､各ﾊﾟｽの状態を提案したﾙ-ﾙによって比

較し切り替える｡ 2つ目の間題に対して､通信中のﾊﾟｽの不安走さによる通信品質の低下を防ぐ

ために､ﾏﾙﾁﾊﾟｽ転送ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ(MTA)を提案する｡ MTAでは､ﾓﾊﾞｲﾙﾎｽﾄは通信

中に各ﾊﾟｽに対して特別なｺﾝﾄﾛ-ﾙﾊﾟｹｯﾄを走期的に送信することで､各ﾊﾟｽのﾊﾟｹｯﾄ

ﾛｽを監視する｡そして､使用しているﾊﾟｽにおいて実時間通信の通信品質を維持できないほど

のﾊﾟｹｯﾄﾛｽが生じた場合､別のﾊﾟｽに対しても同じﾊﾟｹｯﾄを送信するし､通信品質の低下

を防ぐ｡このとき､重複ﾃﾞ-ﾀの送信によるﾈｯﾄﾜ-ｸへの負荷を減らすために､どちらかの

ﾊﾟｽが安走した場合は､そのﾊﾟｽﾍ切り替える｡

本論文ではｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝにおいてこれらの提案方式の評価を行った｡その結果､ PSMに

おいては､ﾈｯﾄﾜ-ｸ中のﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ帯域とRTTを測走することにより､実時間通信に適

したﾊﾟｽを自動的に選択できることを確認した｡ M¶lにおいては､便用中のﾊﾟｽが不安走にな

った場合､別のﾊﾟｽも便用して通信品質の劣化を防ぐことを確認した｡これらの提案方式により､

異なるﾈｯﾄﾜ-ｸを移動する際の通信の切断や通信品質の劣化を防ぐことが可能となる｡



樫原茂

(論文審査結呆の要旨)

本論文は､ﾓﾊﾞｲﾙﾎｽﾄが異なるﾈｯﾄﾜ-ｸ問を移動する際の､特にｵ-ﾊﾞ-ﾗﾂ

ﾌﾟｴﾘｱ(ﾏﾙﾁﾎ-ﾑ環境)における実時間通信の通信晶質を向上させるためのﾊﾟｽ選

択に焦点をあてている｡これまでのﾓﾋﾞﾘﾃｲの研究では､ﾈｯﾄﾜ-ｸ中の特別な装置

がﾓﾊﾞｲﾙﾎｽﾄの移動をｻﾎﾟ-ﾄするものが主流であった｡しかし､本論文では､ﾎｽ

ﾄ間のみでﾓﾊﾞｲﾙﾎｽﾄの移動を実現し､実時間通信に対する通信品質を推持している｡

本論文の主な成果は以下に要約される｡

1.ﾏﾙﾁﾎ-ﾑ環境に着目した上で､これまでのﾈｯﾄﾜ-ｸ中の特別な装置によるﾓ

ﾊﾞｲﾙﾎｽﾄの移動に対する問題点を明らかにし､ﾎｽﾄ間が協調してﾓﾊﾞｲﾙﾎｽ

ﾄの移動をｻﾎﾟ-ﾄする必要性を示した｡また､ﾓﾊﾞｲﾙﾎｽﾄが異なるﾈｯﾄﾜ-

ｸ問を移動する際に生じる間題点を挙げ､ﾏﾙﾁﾎ-ﾑ環境を有効に利用することで

これらの間題点を解決でき､実時間通倍の通信品質を維持するためにも有効であるこ

とを示した｡

2.ﾓﾊﾞｲﾙﾎｽﾄが各ﾊﾟｽのﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ帯域とRoundTripTime (RTT)を測走し､比

較することで実時間通信に最も適したﾊﾟｽを自動で選択する方法を提案した｡これま

で､ﾓﾊﾞｲﾙﾎｽﾄは複数のﾊﾟｽを保持していても､各ﾊﾟｽの状態を測走するための

仕組みを持たなかったため､通倍に適したﾊﾟｽを選択して使用することができなかっ

た｡また､通倍を切断することなくﾊﾟｽを切り替えるための仕組みもなかった｡提案

方式では､ﾏﾙﾁﾎ-ﾐﾝｸﾞ機能を有したStream Contro] Transmission Protocol

(scTP)を用いることで､ﾊﾟｽ切り替えによる通倍の切断を防ぎ､ｺﾝﾄﾛ-ﾙﾊﾟｹ

ﾂﾄを各ﾊﾟｽに対して走期的に送信することでﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ帯域とRTTを測走し､比

較することで最も状態の良いﾊﾟｽに切り替える｡ｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝを通じた性能評価

により､常に最も状態の良いﾊﾟｽの選択を自動で行うことができ､実時間通信の通信

品質が向上できることを示した｡

3.通信中のﾊﾟｽにﾊﾟｹｯﾄﾛｽが生じたとき､もう1つ別のﾊﾟｽも同時に用いて､実時

間通倍の通信品質の低下を防ぐための方法を提案した｡これまで､ﾓﾊﾞｲﾙﾎｽﾄは､

通倍中のﾊﾟｽにﾊﾟｹｯﾄﾛｽが生じてもそのﾊﾟｽが使用不可になるまで､別のﾊﾟｽを

使用することはできなかった｡提案方式では､通倍中のﾊﾟｽがﾊﾟｹｯﾄﾛｽにより通

倍品質が低下した場合､すぐにもう1つ別のﾊﾟｽにも同じﾃﾞ-ﾀを送信することで通

信品質の低下を防ぐ｡しかし､垂複ﾃﾞ-ﾀの送信は､ﾈｯﾄﾜ-ｸに与える負荷が増

加してしまう｡このため､ｺﾝﾄﾛ-ﾙﾊﾟｹｯﾄを用いて各ﾊﾟｽのﾊﾟｹｯﾄﾛｽを測

定し､安走したﾊﾟｽに切り替えることを行う｡この提案方式に対する性能評価より､

ﾈｯﾄﾜ-ｸに与える負荷を最小限にし､ﾊﾟｹｯﾄﾛｽによる通信品質の低下を重複

ﾃﾞ-ﾀの送信により補い､その後､安定したﾊﾟｽに切り替えることを示した｡

以上のように､本論文は異なるﾈｯﾄﾜ-ｸ間のｵ-ﾊﾞ-ﾗﾂﾌﾟｴﾘｱでの実時問通信の

通信品質の推持を目指し､通信品質を推持するためのﾊﾟｽ選択手法の提案を行った｡さら

に､ﾈｯﾄﾜ-ｸ中の特別な装置を用いたﾓﾊﾞｲﾙﾎｽﾄの移動に対する間題点の説明や

それに対する代替案の提示､更にはｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝを通じて捷案方式の有効性を示した｡

本論文は学術上だけでなく､今後のﾓﾊﾞｲﾙｲﾝﾀ-ﾈｯﾄを実現するための新しいｱﾌﾟ

ﾛ-ﾁとしてもその貢献度は大きいといえる｡よって本論文は博士(工学)の学位論文と

してふさわしいものと認める｡


